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　母子家庭が安心して子育てをしながら生活することができる環境を整備するため、地方公共
団体が、修学や疾病などにより一時的に家事援助、保育等のサービスが必要となった際に、家
庭生活支援員を派遣し、又は家庭生活支援員の居宅等において児童の世話等を行う母子家庭等
日常生活支援事業を実施した。

　母子家庭等が安心して子育てをしながら働くことができる環境を整備するため、市町村が一
定の事由により児童の養育が一時的に困難となった場合に児童を児童養護施設等で預かる短期
入所生活援助（ショートステイ）事業、夜間養護等（トワイライトステイ）事業を実施した。

（１） 短期入所生活援助（ショートステイ）事業

　保護者の疾病や仕事等の事由により児童の養育が一時的に困難となった場合、又は育児不安
や育児疲れ、慢性疾患児の看病疲れ等の身体的・精神的負担の軽減が必要な場合に、児童を児
童養護施設等で一時的に預かる事業。

（２） 夜間養護等（トワイライトステイ）事業

　保護者が仕事その他の理由により平日の夜間又は休日に不在となることで家庭において児童
を養育することが困難となった場合その他緊急の場合において、その児童を児童養護施設等に
おいて保護し、生活指導、食事の提供等を行う事業。

　母子家庭等は、児童の養育や健康面の不安など生活の中に多くの問題を抱えており、また、
母子家庭等の児童は、親との死別、離別という事態に直面し、精神的にも不安定な状況にあ
る。このことから、生活の中で直面する諸問題の解決や児童の精神的安定を図るため、地方公
共団体が、母子家庭等の地域での生活について総合的に支援を行うひとり親家庭生活支援事業
を実施した。

（１） 生活支援講習会等事業

　母子家庭等が、就労や家事等日々の生活に追われ、育児や母親・児童の健康管理などに十分
に行き届かない面があることを補うため、生活支援に関する講習会を開催する。
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１　母子家庭等日常生活支援事業

２　子育て短期支援事業

３　ひとり親家庭生活支援事業


